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学習評価の基本的な考え方

学習評価は，学校における教育活動に関し，児
童生徒の学習状況を評価するもの。

「児童生徒にどういったカが身に付いたか」と い
う学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善
を図るとともに， 児童生徒自身が自らの学習を
振り返って次の学習に向かうことができるように
するためにも，学習評価の在り方は重要であり，
教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性のあ
る取組を進めることが求められる。

「学習評価の在り方ハンドブック」（国立教育施策研究所）



カリキュラム･マネジメントの一環としての学習評価

「 学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり，教育課程に
基づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム ・
マネジメント」 の中核的な役割を担っている。

「学習評価の在り方ハンドブック」（国立教育施策研究所）



□平成２８年１２月２１日
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」
（中等教育審議会答申）
※学習指導要領の改訂に伴う学習評価の検討については，従来，学習指導要領の
改訂を終えた後に行うのが一般的だったが，今回の改訂では，教育課程と学習評価
の改善について一体的に検討され，学習評価の改善についても本答申に示された。

□平成３１年１月２１日
「児童生徒の学習評価の在り方について」
（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告）
□平成３１年３月２９日
「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における
児童生徒の学習評価及び指導要録等の改善等について」
（文部科学省初等中等教育局長通知）

児童生徒の学習評価に関する検討の経緯
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観点別学習状況の評価の観点の整理
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技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習
状況の評価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技
能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所）P.6   

＜現行＞ ＜新＞



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

各教科における評価の基本構造
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所）P.8



障害のある児童生徒の学習評価の考え方

• 学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒に
おいても同様である。

• 障害のある児童生徒については，個々の児童生徒の障害の状
態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い，観点別学習
状況を踏まえた評価を適切に行う。
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【参考となるもの・活用できるもの】

◆小学校，中学校，高等学校の学習指導要領と解説における障害のある児童生徒へ
の配慮事項

◆特別支援学校学習指導要領
◆特別支援学校のセンター的機能（特別支援学校による助言や援助）

等

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所）P.12   



各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進

各学校においては，教科等の目標や内容を見通し，特に学習

の基盤となる資質・能力（言語能力，情報活用能力（情報モラル

を含む。以下同じ。），問題発見・解決能力等）や現代的な諸課

題に対応して求められる資質・能力の育成のためには，教科等

横断的な学習を充実することや，「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を，単元や題材など内容や時間のまと

まりを見通して行うことが求められる。これらの取組の実現のた

めには，学校全体として，児童生徒や学校，地域の実態を適切

に把握し，教育内容や時間の配分，必要な人的・物的体制の確

保，教育課程の実施状況に基づく改善などを通して，教育活動

の質を向上させ，学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネ

ジメントに努めることが求められる。

8「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編（幼稚部・小学部・中学部）」平成３０年３月 p8～9
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教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
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など
「特別支援学校学習指導要領（小学部・中学部）」第１章総則 第３節の２



カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

三
つ
の
側
面

10

教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含
めて活用しながら効果的に組み合わせること。

カリキュラム・マネジメントの三つの側面

⑵ 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科横
断的な視点で組み立てていく

⑶ 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていく

⑷ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保すると
ともにその改善を図っていく

⑴ 児童又は生徒や学校、地域の実態を適切に把握

⑸ 児童又は生徒に何が身に付いたかという学習の成果を的確に捉
え、第３節の３の⑶のイに示す個別の指導計画の実施状況の評
価と改善を、教育課程の評価と改善につなげていくよう工夫する
こと。

各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断
的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や
各種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連
のＰＤＣＡサイクルを確立すること。

特
別
支
援

学
校
で
は

（第１章総則第２節の４）



パネルディスカッションの趣旨

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であ
り、教育課程に基づいて組織的かつ計画的に教育活動の
質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役
割を担っています。さらに新学習指導要領で重視している
「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通
して、各教科等における資質・能力を確実に育成すること
が求められています。

新学習指導要領が目指す教育活動の展開において、学
習評価は要です。本セッションでは、新学習指導要領が目
指すカリキュラム・マネジメントや授業改善の視点から、多
様な学びの場で学ぶ特別な配慮を必要とする児童生徒な
どへの学習評価の現状や課題等についてパネルディス
カッションを行います。
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